
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

・単年度収支が赤字で、料金回収率が１００％を下
回っており、給水にかかる費用が一般会計からの繰
入金で賄われていることから、料金における未納額
を減少させることや適正な料金水準を検討する必要
があると考えます。また、管路の更新工事を実施す
る一方で、人口減少によって料金収入が減少するこ
とが予想されるため、経営改善に向けた取組が必要
であると考えます。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」

2. 老朽化の状況について

・平成２５年度から平成２７年度にかけて、ポンプ
場等の機器更新工事を実施し、その後平成２８年度
から平成３４年度にかけて、４０年以上経過した配
水管の布設替工事を実施しています。一方、年に数
件漏水修理工事を行っていることから、今後におい
ても計画的な管路等の更新工事が必要であると考え
ます。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

・収益的収支比率が１００％を下回っていることか
ら、経営改善に向けた取組が必要であると考えま
す。
・企業債残高対給水収益比率については、平成６年
度～平成１１年度にかけて給水区域拡張及び既設配
水管の更新工事を実施したことによるものや平成２
５年度からの機器更新工事の影響があると考えま
す。
・料金回収率については、１００％を下回っている
ことから、適切な料金収入の確保が必要であると考
えます。
・給水原価については、類似団体に比較して低く推
移していますので、今後も継続していきたいと考え
ます。
・施設利用率については、類似団体平均値より高く
推移していますが、施設利用率向上に向けた取組が
必要であると考えます。
・有収率については、平成６年度～平成１１年度に
既設配水管の更新工事を実施したことによる効果が
あったものと考えますが、今後においてもこの水準
を維持したいと考えます。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

－

- 該当数値なし 98.34 3,082 2,016 43.38 46.47 【】

114.25 18.34 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法非適用 水道事業 簡易水道事業 D3 自治体職員 2,095

経営比較分析表（平成28年度決算）
北海道　真狩村

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 2.82

平均値 0.46 0.80 0.69 0.65 0.53

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 59.89 76.76 73.04 76.20 61.39

平均値 74.52 76.09 75.87 76.27 77.56
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H24 H25 H26 H27 H28

当該値

平均値
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①収益的収支比率(％)
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H24 H25 H26 H27 H28

当該値

平均値

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値

平均値

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

1,600.00

1,800.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 1,363.79 1,377.71 1,393.85 1,365.31 1,542.76

平均値 1,108.26 1,113.76 1,125.69 1,134.67 1,144.79

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 50.15 65.03 61.42 64.11 51.45

平均値 19.77 34.25 46.48 40.60 56.04

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

900.00

1,000.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 241.22 178.48 187.63 183.92 229.43

平均値 878.73 501.18 376.61 440.03 304.35

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 67.81 67.16 65.97 67.85 69.04

平均値 57.17 57.55 57.43 57.29 55.90

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 86.43 91.19 92.74 89.94 89.30

平均値 74.94 74.14 73.83 73.69 73.28

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【76.78】 【1,280.76】

【74.94】【56.28】【314.83】【53.06】

【0.59】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。
※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

・単年度収支が赤字で、経費回収率が１００％を下
回っており、汚水処理にかかる費用が一般会計から
の繰入金で賄われていることから、適正な料金水準
を検討する必要があると考えます。また、今後にお
いて長寿命化計画に基づく更新工事を実施するうえ
で、経営改善に向けた取組が必要であると考えま
す。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

2. 老朽化の状況について

・管渠については、平成１１年度に供用開始したた
め、経過年数が短いことから今のところ更新につい
て考えていませんが、点検や清掃など適正な維持管
理を継続して実施します。
・施設等の更新については、平成２７年度から長寿
命化計画の調査及び策定を行い、平成２９年度に実
施設計を経て、平成３０年度より電気設備の更新工
事を実施する予定であり、その後もストックマネジ
メント計画策定による更新工事を実施します。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

・収益的収支比率が１００％を下回っていることか
ら、経営改善に向けた取組が必要であると考えま
す。
・企業債残高対事業規模比率については、今後にお
いて浄化センターの機器更新工事が予定されている
ことから、注視していきたいと考えます。
・経費回収率については、１００％を下回っている
ことから、適切な料金収入の確保が必要であると考
えます。
・汚水処理原価については、接続率の向上に向けて
実施している未接続対象者に対しての戸別訪問を継
続して行い、使用料収入を維持したいと考えます。
・施設利用率については、類似団体平均値とほぼ変
わりませんが、夏の観光人口の増加に対応するな
ど、施設利用率の向上に向けた取組が必要であると
考えます。
・水洗化率については、類似団体平均値より高く推
移していますが、今後も継続して接続率の向上に向
けて実施している未接続対象者に対しての戸別訪問
を継続して行い、使用料収入を維持したいと考えま
す。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 62.93 89.14 3,903 1,290 0.89 1,449.44 【】

114.25 18.34 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 自治体職員 2,095

経営比較分析表（平成28年度決算）
北海道　真狩村

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.01

0.02

0.03

0.04

0.05

0.06

0.07

0.08

0.09

0.10

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.05 0.07 0.04 0.07 0.09

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00
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60.00

70.00
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H24 H25 H26 H27 H28

当該値 77.81 94.67 90.52 85.92 79.90

平均値
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①収益的収支比率(％)
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0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値

平均値

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

1,600.00

1,800.00

2,000.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 1,716.82 1,554.05 1,436.00 1,434.89 1,298.91

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 74.62 82.13 72.69 63.77 53.79

平均値 51.73 53.01 66.56 66.22 69.87

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 272.85 248.21 279.11 328.60 391.16

平均値 310.47 299.39 244.29 246.72 234.96

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

45.00

50.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 40.22 40.22 40.22 41.33 41.33

平均値 36.67 36.20 43.58 41.35 42.90

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 96.46 97.16 97.76 97.71 97.83

平均値 71.24 71.07 82.35 82.90 83.50

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【1,348.09】

【82.30】【42.17】【232.54】【69.80】

【0.09】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし


